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内
灘
町
表
彰

内
灘
町
で
は
毎
年
、
町
表
彰
条
例
・
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
条
例
等
に
基
づ
き
、
十
一
月

三
日
の
文
化
の
日
に
町
勢
の
進
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
と
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
方
々
に
対
し
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で

の
二
十
五
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
内
灘

町
消
防
団
員
と
し
て
防
火
意
識
の
高
揚
、

本
町
住
民
の
生
命
・
財
産
の
保
全
に
尽
力

さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
五
十
一
年
か
ら
平
成

十
二
年
の
二
十
四
年
間
に
わ
た
り
、
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
、
交
通
の
安
全
と

地
域
社
会
の
安
寧
秩
序
の
た
め
、
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

自
治
振
興
賞

自
治
振
興
賞

高橋
た か は し

敏
と し

男
お

氏
（72歳・向陽台１）

昭
和
三
十
二
年
か
ら
内
灘
町
消
防
団
員

と
し
て
、
ま
た
昭
和
五
十
九
年
か
ら
は
同

消
防
団
長
と
し
て
三
十
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、消
防
関
係
者
の
士
気
高
揚
を
図
り
、

地
域
社
会
の
安
全
確
保
、
防
災
思
想
の
普

及
浸
透
、
消
防
防
災
体
制
の
強
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
灘
町
商
工
会
役
員
と
し
て
繊

維
関
連
産
業
等
の
地
場
産
業
の
育
成
・
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
ほ
か
、
少
年
補
導
員
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

中村
な か む ら

勇行
ゆ う こ う

氏
（70歳・西荒屋）

内灘町表彰

内
灘
町
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
昭

和
五
十
六
年
の
協
会
設
立
当
初
か
ら
、
町
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

協
会
の
会
長
と
し
て
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
の
普
及
と
指

導
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
を
開

設
し
、
競
技
人
口
の
増
加
と
底
辺
の
育
成
・
拡
大
に
貢
献

さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
選
手
を
修
了
生
か
ら
数
多
く
輩
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
六
年
に
、
会
長
職
を
退
い
て
か
ら
も
顧
問
と
し
て
、
精
力
的
に
後
進
の
指
導
と
協
会

の
運
営
に
参
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
河
北
郡
と
石
川
県
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
の
要
職
も
歴

任
さ
れ
、
町
を
は
じ
め
、
県
全
体
の
競
技
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

北川
きたがわ

欣
きん

氏
（70歳・向粟崎４）

昭
和
五
十
五
年
に
内
灘
町
弓
道
協
会
入
会
当
初
か
ら
、

協
会
の
運
営
に
積
極
的
に
参
加
し
、
町
弓
道
競
技
の
振
興
、

底
辺
の
拡
大
に
力
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。

ご
自
身
も
、
平
成
七
年
に
は
、
第
四
十
六
回
全
日
本
弓

道
大
会
で
第
三
位
に
入
賞
、
ま
た
、
郡
体
育
祭
・
県
民
体

育
大
会
で
も
町
代
表
選
手
と
し
て
幾
度
の
入
賞
に
導
き
、

国
民
体
育
大
会
に
お
い
て
も
県
代
表
の
選
手
・
コ
ー
チ
と
し
て
出
場
し
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。現

在
、
町
体
育
協
会
副
会
長
の
要
職
に
あ
っ
て
、
町
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
お

よ
び
体
育
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
県
弓
道
連
盟
の
常
任
理
事
・
監
事

を
努
め
ら
れ
て
お
り
、
町
を
は
じ
め
、
県
全
体
の
競
技
振
興
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

松川
まつかわ

衞
まもる

氏
（58歳・大根布１）

内
灘
町
書
道
協
会
会
員
と
し
て
、
文
化
協
会
発
足
時

よ
り
、
指
導
者
の
一
人
と
し
て
、
書
道
愛
好
者
を
育
て
、

技
術
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
内
灘
町
の
書
道
人
口
の
拡

大
・
普
及
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
自
ら
所
属
す
る
文
化

書
道
の
各
展
に
出
品
さ
れ
、
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、

平
成
十
一
年
に
は
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
協
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
・
五
十
八
年
理
事
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
か

ら
は
副
会
長
の
重
責
を
今
日
に
至
る
ま
で
務
め
ら
れ
、
そ
の
温
和
な
人
柄
か
ら
誰
か
ら
も

慕
わ
れ
、
文
化
協
会
の
ま
と
め
役
と
し
て
そ
の
運
営
に
も
参
画
し
、
内
灘
町
の
文
化
活
動

の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
書
道
の
み
な
ら
ず
、
華
道
協
会
等
に
お
い
て
も
常
に
活
動
さ
れ
文
化
振
興
の
発

展
に
様
々
な
形
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

角
かど

海
み

久美子
く み こ

氏
（70歳・鶴ヶ丘４）

体
育
功
労
賞

町
民
文
化
活
動
賞
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内
灘
町
表
彰

●中学生

橋本　真奈 空手道

上前あかね ソフトテニス　

田畑　有加 ソフトテニス

●高校・大学生

根上須美子 トランポリン　

小西　寛子 ボウリング

岡本　明平 柔道　　　

上前　幸子 トランポリン　

谷村　圭介 トランポリン　

油木　　恵 トランポリン　

森川　　一 相撲　

山上　慈明 相撲　

●一　般

西村　潤一 スキー　

山上　啓明 相撲　

吉倉　　満 相撲

●小・中学生

品田　桂汰 空手道　

島田　美里 バトントワリング

明福　千尋 バトントワリング

東　　未緒 バトントワリング

夷藤　　昂 サッカー

藤田　涼香 剣道

桐山　智衣 弓道

川端　健司 柔道

丸一　泰雅 水泳

島野　佑介 水泳

●高校・大学生

三宅　礼奈 水泳　

吉野　香純 水泳　

堀田ひとみ 登山

中新　　慎 空手道　

北村　啓憲 レスリング　

吉島　智哉 レスリング　

村山雄一郎 剣道　

高　　正思 剣道　

中西　功一 剣道　

三十苅華世 ソフトテニス　

光谷　　歩 ソフトテニス　

昔農　美香 バレーボール　

吉中亜季奈 柔道　

茶谷　美幸 陸上　

井上　正輝 卓球　

中居　貴光 卓球　

大島芙紀子 空手道　

寺岡　一大 空手道　

奥野　貴大 陸上

今野　里美 水泳　

岡島　千怜 水泳　

藤田　　純 陸上　

石曾根浩明 剣道　

●一　般

根来　亜紀 陸上　

北川　　潔 陸上

中居　　稔 空手道　

向　　重吉 空手道　

村瀬恵都子 ゴルフ　

西野安希子 水泳　

酒井　雅之 水泳　

北川　　睦 水泳　

三宅　基実 水泳　

南　加代子 水泳　

森　　一雄 水泳　

山野　明子 卓球　

角屋　眞澄 卓球　

西谷　幸枝 卓球　

松本眞由美 弓道

内灘中学校男子剣道部

内灘中学校女子剣道部

内灘中学校女子ソフトテニス部

内灘中学校男子柔道部

内灘中学校女子弓道部

内灘中学校軟式野球部

内灘町相撲連盟

内灘町空手道協会

内灘町柔道連盟

内灘町自転車競技協会

内灘町綱引協会

内灘町弓道協会

内灘クラブ　UCLB（卓球）

内灘中学校吹奏楽部

（敬称略）

ス ポ ー ツ 賞
個　人

スポーツ奨励賞

青少年学術文化奨励賞

個　人 団　体

団　体

福
　
祉
　
賞

福
　
祉
　
賞

開
業
医
と
し
て
地
域
医
療
に
情
熱
を
傾

け
る
か
た
わ
ら
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
ご

逝
去
さ
れ
た
本
年
五
月
ま
で
の
三
十
七
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
、
小
学
校
学
校
医
、

保
育
所
嘱
託
医
と
し
て
児
童
・
生
徒
の
健

康
増
進
と
体
位
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
四
年
間
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
と
保
険

財
政
の
健
全
化
に
寄
与
さ
れ
、
町
民
の
健

康
・
福
祉
の
向
上
に
、
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

佐野
さ の

芳
よ し

子
こ

氏
（75歳・向陽台２）

昭
和
五
十
四
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
の

十
六
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国
民
年
金

委
員
と
し
て
地
域
住
民
が
安
心
安
定
し
て

明
る
い
老
後
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
地
道
に

戸
別
訪
問
等
を
実
施
し
、
こ
の
制
度
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
の
浸
透
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
五
年
か
ら
一
期
四
年
間
、

内
灘
町
教
育
委
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
教

育
の
振
興
、
町
民
文
化
の
高
揚
等
、
内
灘

町
の
教
育
文
化
行
政
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

故村
む ら

田
た

悟
さとる

氏
（享年69歳・鶴ヶ丘２）

平成12年度　
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保
育
所
入
所
申
込

保 育 所 名 入所される住所地域
（おおむねの目安） 長時間・延長保育 保育年令 予定定員 電話番号

平
成
十
三
年
度
内
灘
町
学
童
保
育

の
入
会
申
請
受
け
付
け
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

対
　
　
象

平
成
十
三
年
度
小
学
校
一
〜
三
年

生
で
日
中
留
守
家
庭
等
で
適
切
な

保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

受
付
期
間

十
一
月
十
日

（金）
〜
二
十
四
日

（金）
ま
で

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日

下
校
時
よ
り
午
後
六
時
ま
で

土
曜
日

下
校
時
よ
り
午
後
二
時
ま
で

﹇
休
校
の
場
合
﹈

月
〜
金
曜
日

午
前
八
時
十
五
分
〜
午
後
六
時

土
曜
日

午
前
八
時
十
五
分
〜

午
後
十
二
時
十
五
分

﹇
日
曜
・
祝
日
﹈
休
館

受
　
　
付

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ま
で

向 粟 崎 保 育 所
緑 台 保 育 所
鶴 ケ 丘 保 育 所
鶴ケ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所
鶴が丘乳児保育園
向 陽 台 保 育 園

（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（私立）
（私立）

向粟崎、旭ケ丘、アカシア 19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）

19時まで（14時まで）

0歳児より 140名
80名
110名
90名
130名
35名
60名
90名
90名

238－3626
238－9856
286－1125
286－2220
286－0106
286－0104
286－8405
286－0133
237－2677

1歳児より
1歳児より
2歳児より
2歳児より
2歳児より
2歳児より
0～2歳児
0歳児より

22時まで　休日・祝日・一時保育を実施

緑台、千鳥台

鶴ケ丘、大根布、大学、
大清台、ハマナス

宮坂
西荒屋、室、湖西
町内全域
向陽台、千鳥台

学童保育の入会申請

◇町内各保育所（園）に備えてあります「申込書」と
必要な添付書類等をそろえてお申し込みください。
申し込みにあたっては、申込書といっしょにお渡
しする「保育所入所申込のしおり」と記載例（見
本）を参考にして、勤務証明書等の記入もれがな
いようご注意ください。

◎申し込み期間
11月10日（金）～11月24日（金）まで
（午前9時～午後4時まで）

◎申し込み先
町内各保育所（園）

◎入所決定　
平成13年2月下旬

◎送　迎
子どもの交通事故防止等のため、保護者の方にしていただ
きます。

◎給　食
■3歳未満児＝主食（ごはん、パン）、副食とも保育所で用意
■3歳以上児＝主食持参、副食は保育所で用意

◎保育時間等
●昼間＝午前7時30分～午後4時
※保護者の勤務状態により、長時間保育（午後4時～6時）
及び延長保育（午後4時～7時）も実施しています。

●休日（鶴が丘乳児保育園）＝日曜日・祝日の午前7時～午
後10時まで（希望の方は、保育園に相談してください。）

●0歳児からの保育については、鶴が丘乳児保育園・向陽台
保育園及び向粟崎保育所で実施しています。

◇保育所の通所区域は、おおむね次の表のとおりです。なお、各保育所の施設規模等に応じ、入所できる児童数に
制限もありますので、ご了承ください。

（注）長時間・延長保育欄の（ ）内は、土曜日の時間です。

申 し 込 み 方 法送り迎え・保育時間等

送り迎え・保育時間等
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保
育
所
入
所
申
込

※
な
お
、
入
会
に
際
し
ま
し
て
は
、

入
会
資
格
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
参
考
　
平
成
十
二
年
度
　
学
童
保

育
料
（
月
額
）
七，

〇
〇
〇
円

保育所は、保護者が家庭の内外で労働をしてい
たり、病気などの理由により乳幼児を家庭で保育
することができない場合に、保護者に代わって保
育することを目的とした児童福祉施設です。

◎家庭外労働
家庭の外で仕事をしているため、その児童の保育ができ
ない。

◎家庭内労働
家庭の中で仕事をしているため、その児童の保育ができ
ない。

◎病気、出産、障害者等
病気、出産、心身障害者等のため児童の保育ができない。
死亡、離婚、行方不明などの理由により不在のため、その
児童の保育ができない。

◎病人の看護等
児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人
が居るため、その看護、介助で児童の保育ができない。

◎家庭の災害
火災、風水害、地震等の災害に遭い、その復旧の間児童
の保育ができない。

◇現在入所している方で、平成13年度も引き続き
入所する方も必ず申込書（継続）を希望保育所
（園）に提出してください。
◇平成12年1月2日以降に内灘町に転入された方は、
後日同年1月1日の住所地から平成12年度分、市
町村民税の課税証明書を提出していただくことが
あります。

◇保育料は、入所する子どもと同一世帯で生計をとも
にしている家族（祖父母は生計の中心者である場合
に限る）の前年の所得税額等を基準として決定され
ています。また、2人以上の児童が入所される場合に
は、保育料の一部軽減もあります。なお、平成12年
度の保育料最高額は下記のとおりです。

【平成12年度保育料（月額）】
3歳未満児　45,700円（最高額）
3歳以上児　27,400円（最高額）

◇勤務されている方は、「平成12年分の所得税源泉徴収
票」、自営業の方は、「確定申告書の写し」を入所決
定した保育所または町民生活課へ平成13年3月15日
までに提出していただきます。

〔参　考〕保育料について

向粟崎学童
保育クラブ

238－
5771

学童保育
ク ラ ブ

電話番号 校下名 施設名
予定
構成
人員

向粟崎
小学校

向粟崎
児童館

40人

清 湖 学 童
保育クラブ

237－
1210

清　湖
小学校

清　湖
児童館

30人

鶴ヶ丘学童
保育クラブ

286－
4607

鶴ヶ丘
小学校

鶴ヶ丘
児童館

40人

内 灘 学 童
保育クラブ

286－
1032

大根布
小学校

内　灘
児童館

40人

北 部 学 童
保育クラブ

286－
5438

西荒屋
小学校

内灘町勤労
青少年ホーム

15人

そ　　の　　他

保育所へ入所できる基準



平
成
十
一
年
度
よ
り
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
戸
籍
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
が
、
こ
の
た
び
十
月
二
日
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、

戸
籍
謄
抄
本
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

記
録
し
発
行
す
る
た
め
、
証
明
発

行
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
と

と
も
に
、
従
来
の
戸
籍
原
本
の
複

写
に
比
べ
内
容
が
見
や
す
く
、
分

か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
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消
防
だ
よ
り

住
民
生
活
の
よ
り
一
層
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
十

一
月
九
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
、
と
い
う
時
に
備
え
、
電
話
機

の
側
に
１
１
９
番
通
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

を
貼
っ
て
お
く
な
ど
、
普
段
か
ら
落
ち

着
い
て
通
報
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
九
日
は

１
１
９
番
の
日

十
一
月
九
日（
木
）〜
十
一
月
十
五
日

（
水
）ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
の
よ
り
一
層
の
普
及
と
火
災
に

よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
運

動
期
間
中
の
十
二
時
、
午
後
五
時
に
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
訓
練
、
防
火
指
導
な
ど
の

行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、積
極

的
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

秋
季
火
災
予
防
運
動

十
一
月
九
日（
木
）〜

十
一
月
十
五
日（
水
）

九
月
二
十
七
日
（
水
）
午
後
二

時
か
ら
郡
街
頭
交
通
推
進
隊
合
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
出
発
式
が
内
灘
町

役
場
町
民
広
場
に
お
い
て
行
わ

れ
、
石
川
県
警
察
音
楽
隊
の
協
力

の
下
、
河
北
お
達
者
隊
、
郡
街
頭

交
通
推
進
隊
の
総
勢
約
百
名
に
よ

り
、
医
科
大
通
り
を
町
民
の
皆
様

の
交
通
安
全
を
願
い
、
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

郡
街
頭
交
通
推
進
隊

合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①正しくダイヤルを回す。又はプッシュする。
②何が起きたか？（火災・救急等の区別をする）

例「火事です」「救急です」
③場所はどこか？（例　消防署）

□　住所を正確に伝える　　例　鶴ヶ丘２丁目610番地です。
□　住所がわからないとき　例　内灘町保健センターの前です。

④状況はどうか？（具体的にはっきりと）
□　何が燃えているのか？　例「家が燃えています。」
□　どんな事故か。負傷者の数は？傷病者の容態は？
例「乗用車同士の事故でケガ人が２人います。」

⑤あなた（通報者）の名前と、今かけている電話番号を知らせてくだ
さい。

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

十
月
六
日
（
金
）
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
交
通
安
全
長
寿
語
ら
ん

会
が
、
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
郡
内

の
老
人
会
か
ら
百
十
名
が
参
加

し
、
道
路
横
断
に
つ
い
て
事
例
を

二
点
あ
げ
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に

行
動
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全

長
寿
語
ら
ん
会

119番のかけ方�

戸
籍
謄
本
の
発
行
が

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
！

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
稼
働
式



公民館を始めとする町内の各公共施設をコンピュータで結ぶネットワー
クが完成し、10月10日午前10時より運用開始となりました。
情報機器で結ばれたネットワークを利用して行政の持つ情報を町民の皆
さんへ提供したり、地域間での生涯学習活動情報の交流など、町民の皆さ
んが積極的に町づくりに参加する上で役立つネットワークシステムになっ
ています。
各地区公民館、消防署、保健センター、文化会館、図書館等にパソコン端末が設置されています。特に、福
祉センター、サイクリングターミナル、温水プール、文化会館、図書館、役場１階フロアには簡単に使えるタ
ッチパネル式の機器を設置してあります。「パソコンなんて触ったことないし……」という方でも大丈夫！画
面に指で触れるだけで見たい情報が出てくるんですよ！
すでに、ご家庭でインターネットを利用されている場合は、
内灘町のホームページ（//www.nsknet.or.jp/uchinada/）のトップページより「身近な情報案内」を選択し
ていただきますとご利用になれます。

主なメニューには

図書館蔵書検索・生涯学習情報検索・福祉センターとサイクリングターミナルの空室情報・役
場からのお知らせ・知っ得情報（不用品リサイクル）
などがあります。お気軽にご利用ください。

詳しいお問い合わせは　役場　企画調整課　☎286－6723 まで

内灘町地域インターネット
町内の公共施設で利用できます。
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竹本　仁 君   �
市堀桃子さん   

�
�
�
　このコンクールでは、郡内の小
中学校から約100点の参加があり、
小学校低高学年と中学校より最
優秀賞各１点、優秀賞数点が表彰
され、２名の方が見事受賞されま
した。�

　河北防犯協会と津幡警察署による地域安全ポスターコンクールに
おいて、竹本仁君（内灘中２年）が最優秀賞、市堀桃子（内灘中２年）さ
んが優秀賞を受賞しました。�

受賞�
最優秀賞�
�優 秀 賞 �
�

たけ�もと� ひとし�

いち�ほり�もも� こ�

市堀桃子さん竹本　仁君

地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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文
化
・
体
育

９月22日（金）、内灘町教育委員会は「木谷
き や

藤
とう

右
う

衛
え

門
もん

家文書」を10番目

の町文化財に指定しました。

木谷家は江戸時代に嶋崎家、銭屋家らとともに海運業を営む加賀の豪商

として、地元加賀藩を始めとする各地の藩に融資をし諸藩を経済的に支え

ていたとされる家柄です。

木谷家らの営んでいた海運業は内灘の東岸を流れる大野川の水運に育ま

れたものでした。今では想像もつきませんが、当時は内灘から粟崎へと連

なる大野川西岸には物資を運ぶ船が行き交い、岸辺には白壁の土蔵づくり

の家屋が棟を並べていました。往時の豪商たちの財力と繁栄がどれほどの

ものであったか、加賀藩お抱え絵師、佐々木泉玄の描いた「蓮湖真景之図」

からも伺い知ることができます。

文書はもともと木谷本家に収蔵されていたのですが、大正２年に本家が粟ヶ崎を離れる際に別家の

木谷吉次郎氏に保管を依頼しました。その吉次郎氏も昭和24年に没すると遺言により文書は角島
かどしま

弥佐
や さ

松
まつ

氏の所有に。その後令息の角島
かどしま

一
いち

治
じ

氏の手に移り、同氏から平成10年４月15日、一千点を超える古

文書が内灘町に寄贈されました。内灘町で

はその資料を編纂し、昨年「木谷藤右衛門

家文書」を発刊しています。

今回この貴重な資料が町指定文化財の仲

間入りを果たしたわけですが、これをもっ

て町民の皆さまには文化、文化財に対する

より深い理解と保護・活用をしていただけ

れば幸いです。

■内灘町指定文化財一覧
番号 種　　　別 名　　　　　　称 場　　　　　所 指定年月日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

史 跡

建 造 物

考 古

書 跡

天 然 記 念 物

天 然 記 念 物

天 然 記 念 物

天 然 記 念 物

史 　 　 　 跡

小濱神社・社趾

小濱神社・社殿

把手付鉢

村御印

シロチドリ

イカリモンハンミョウ

チョンベ松※

宮　坂（権現森海岸）

大根布

大根布（斉藤家蔵）

内灘町歴史民俗資料館蔵

内灘町　海岸線一帯

内灘町　海岸線一帯

向粟崎（吉野重計氏所有）

宮　坂（権現森海岸）

西荒屋

昭和47年８月17日

昭和53年11月１日

昭和47年８月17日

昭和58年７月１日

昭和47年８月17日

昭和47年８月17日

昭和47年８月17日

昭和47年８月17日

昭和61年９月10日

権現森
ハマナス・イソスミレ群生地

室青塚

※チョンベ松は倒木のため平成３年に文化財指定を解除しています。



内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
成
績
結
果
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文
化
・
体
育

内
灘
町
で
は
十
月
十
五
日
（
日
）
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

二
種
目
に
百
九
十
名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
一
般
の
部
）

男
子

一
位
　
渡
辺

わ
た
な
べ

清
吉

せ
い
き
ち

さ
ん
（
室
）

二
位
　
金か

な

谷や

利
幸

と
し
ゆ
き

さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
西
）

三
位
　
坪
内

つ
ぼ
う
ち

與よ

作さ
く

さ
ん
（
宮
坂
）

四
位
　
川か

わ

江え

実
み
の
る

さ
ん
（
室
）

五
位
　
村む

ら

田た

外
喜
男

と

き

お

さ
ん
（
向
陽
台
）

六
位
　
中
西

な
か
に
し

幸ゆ
き

雄お

さ
ん
（
向
粟
崎
）

七
位
　
中
務

な
か
つ
か
さ

義
久

よ
し
ひ
さ

さ
ん
（
向
陽
台
）

女
子

一
位
　
橋
本

は
し
も
と

浪な
み

子こ

さ
ん
（
向
粟
崎
）

二
位
　
茶
谷

ち
ゃ
だ
に

住す
み

江え

さ
ん
（
緑
台
）

三
位
　
堂
垣

ど
う
が
き

奈
津
代

な

つ

よ

さ
ん
（
向
陽
台
）

四
位
　
佐さ

藤と
う

仁ひ
と

美み

さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
北
）

五
位
　
仲な

か

居い

秋あ
き

子こ

さ
ん
（
宮
坂
）

六
位
　
安や

す

江え

由
美
子

ゆ

み

こ

さ
ん
（
室
）

七
位
　
伊い

藤と
う

く
に
子こ

さ
ん
（
旭
ヶ
丘
）

※
同
打
数
の
場
合
は
生
年
月
日
順
で
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
フ
リ
ー
の
部
）

一
位
　
内
灘
愛
好
会
Ａ

二
位
　
内
灘
愛
好
会
Ｂ

三
位
　
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
・
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
性
の
部
）

一
位
　
ア
カ
シ
ア

二
位
　
内
灘
愛
好
会

三
位
　
中
短
専
千
鳥
台

第8回

体育功労者
尾
お

本
もと

英
ひで

臣
おみ

氏（アカシア１）

社会体育優良団体
内灘町空手道協会

平成12年度石川県体育功労者および社会体育優良団

体の表彰式が10月11日に行われ、谷本県知事から表彰

状と記念品が贈られました。内灘町からは上記の方々

が表彰されています。

〔ふくろう凧部門〕�
 ふくろう凧�
�
内灘凧名人賞�
　  （４名）�
�
�
�
内灘凧博士賞�
　  （６名）�
�
�
�
�
�
�
ドリーム賞�
　 （10名）�
�
�
�
�

   名　　前（地　区）�
鳥山　拓人（鶴ヶ丘４）�
安田　尚矢（鶴ヶ丘５）�
北村　美月（向粟崎２）�
北　もえの（湖西）�
岩尾　　歩（千鳥台３）�
浜田　昌利（向粟崎３）�
鳥山　耕平（鶴ヶ丘４）�
北川　恵那（宮坂）�
灰谷　愛美（鶴ヶ丘２）�
川端　薫子（大学１）�
紋田　烈吾（向陽台１）�
三谷　一揮（アカシア１）�
木村　謙介（向粟崎１）�
鳥山　　稔（鶴ヶ丘４）�
九十九なおき（西荒屋）�
金子　有純（鶴ヶ丘４）�
岩尾　　瞳（千鳥台３）�
福島あかり（緑台１）�
山崎　　優（鶴ヶ丘２）�
深田志緒莉（鶴ヶ丘５）�
�

〔鳥凧部門〕�
   鳥　　 凧�
�
内灘凧名人賞�
　  （４名）�
�
�
�
内灘凧博士賞�
　  （６名）�
�
�
�
�
�
�
ドリーム賞�
　 （10名）�
�
�
�
�

   名　　前（地　区）�
熊野　　奨（鶴ヶ丘４）�
大谷宗一郎（宮坂）�
七田　佑衣（鶴ヶ丘２）�
曲直瀬暁子（鶴ヶ丘４）�
岩尾　　昇（千鳥台３）�
吉村　一輝（向陽台２）�
品田　悠樹（向陽台２）�
灰谷　菜摘（鶴ヶ丘２）�
田辺　芽依（旭ヶ丘）�
吉野　地春（旭ヶ丘）�
中根　匡洋（鶴ヶ丘４）�
谷内　　司（大根布７）�
福島　成裕（大根布８）�
中宮　大智（向陽台２）�
泉　　博人（大根布８）�
喜多　祐子（向陽台１）�
垣本さや香（鶴ヶ丘２）�
木谷　菜緒（千鳥台２）�
北村　彩乃（向粟崎２）�
西村　優子（鶴ヶ丘４）�

今年で５回目を迎える内灘町子ども凧遊び大会が10月８

日（日）内灘総合グラウンドで開催されました。

当日は風が弱く、凧揚げには不向きな天候にもかかわらず、

子どもたちはグラウンドを駆け回り、自作の凧を風に乗せて、

凧揚げを楽しみました。また創作凧の生みの親である小関章

氏も東京から応援にかけつけ、子どもたちといっしょに凧揚

げを楽しみました。

大会は「ふくろう凧部門」「鳥凧部門」に分かれて行われ、

コンテスト入賞者は以下の皆さんです。

ここに自分の好きな絵を描いてね

自慢の力
作で
す。

今からどっちが高く
揚げ
るか
勝負
す
る

よ
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介
護
保
険
料
Ｑ
＆
Ａ

　平成12年10月から65歳以上の高齢者の方々に負担していただく保険料については9月号
の広報でお知らせしたところですが、その後寄せられたご質問にお答えします。�

夫婦の場合、２人分の保険料を払うのですか。�

　介護保険では、65歳以上の方は、健康保険のように被保険者と被扶養者ということではなく、そ
れぞれが被保険者となりますので、夫婦それぞれが保険料を納めていただくことになります。�
　なお、年金が少なく、天引きの対象とならない場合は、例えば妻の分を夫が代わって納めること
もできます。�

保険料を払えば、どんな人でもサービスを受けられるのですか。�

　介護保険は、皆さんから納めていただいた保険料などを使って、介護を必要とする方に必要なサ
ービスを提供する仕組みなので、保険料を払っていても介護の必要のない方はサービスを受ける
ことはできません。保険料を納めていただければ、介護を必要とする方であれば、原則かかった費
用の１割を負担することにより、誰でもサービスが受けられます。�

介護サービスを受けなければ、保険料は返してもらえるのですか。�

　介護保険は、国民みんなで介護を支えあう制度であり、皆さんから納めていただいた保険料はす
べて介護を必要とする方が受けるサービス費用を賄うために使われます。�
　このため、介護保険では、余分に保険料を納めていただくことがないため、保険料をお返しする
ことはありません。�
　医療保険でも介護保険同様、医療を受けない方に保険料をお返しするというしくみはありません。�

普通徴収（年金からの天引きとならない方）の平成12年度第１期分の納期限は、11月30日（木）です。�
納め忘れのないようにお願いします。�

◎介護保険に関するお問い合わせは�

　保険年金課介護保険室　☎286－6703（直通）�

11月は介護保険料の納期です。�
�

保険料の納入には口座振替による納入が便利です。金融機関・郵便局・役場で手続きができます。�

保険料の納入には便利な口座振替を！�

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられなくなり、介護保険料の天引きができなくなる場合が�
あります。年金の現況届は速やかに提出しましょう。�

年金のお届けもお忘れなく。�
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税
を
知
る
週
間

開催日時 平成12年11月14日（火）

・午前９時45分～午前11時45分

・午後１時45分～午後３時45分

開催場所 内灘町役場　町民ホール

河北郡内灘町大学1-2-1

参加対象者 各源泉徴収義務者

主　　　催 金沢税務署　郡内各町

なお、説明会当日はお手数ですが、送付されております、

①平成12年分年末調整のしかた

②平成12年分法定調書と合計表の提出の手引

を必ずご持参ください。

農業所得標準を作成するため、経営内容を調

査する必要があります。該当者には、調査票を

お送りしてありますので、期日までに提出して

くださるようお願いします。なお調査票を提出

されませんと、経費を控除できないことがあり

ますので必ず提出してください。

該 当 者　水田を耕作または貸している人

提出期限 平成12年11月13日（月）

国や地方公共団体は、私たち国民が豊かで安定した暮らしができるように、いろいろな活動を行っています。
例えば、私たちの身のまわりを見ても、社会福祉の充実、住宅や道路の整備、教育の振興など、その活動は幅
広い分野にわたっていますが、これらの経費は税によって賄われています。
税は、このように国や地方公共団体が活動するための大切な財源であり、私たちが生活の向上と安全を願う
限りどうしても負担しなければならない、共同社会を維持するためのいわば「会費」であるといえましょう。

農業経営内容調査票提出のお願い

開催日 時　　間 対　象　者

11月14日
（火）

09：45～11：45 津幡町・内灘町地区

宇ノ気・七塚町・高松町地区13：45～15：45

年末調整説明会

少子・高齢社会が到来し、国民年金についても一層安定した制度が求められるようになりました。21世紀に向け、

みんなの納得できる制度を実現するためには、ひとりひとりが国民年金について理解し、身近な問題として考えて

いくことが必要です。

11月は「国民年金制度推進月間」。国民年金について理解を深め、制度の「現在」そして「これから」を、みん

なで考えましょう。

『明日のあなたを考えて…年金はあなたが主人公です。』

11月は『国民年金制度推進月間』です
日本国内に住所のある20歳から60歳までのほとんどすべての人が、国民年金に加入して

います。老齢、障害、死亡によって生活の安定が脅かされたとき、みんなで貯めた保険料を
もとに各種の基礎年金が支払われます。
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環
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の
住
む
内
灘
町
は

日
本
海
と
河
北
潟

に
挟
ま
れ
た
砂
丘
の
上
に
築
か

れ
た
全
国
で
も
珍
し
い
地
形
の

町
で
す
。
そ
し
て
河
北
潟
の
遙

か
後
方
に
は
立
山
連
峰
が
つ
ら

な
り
、
見
渡
す
か
ぎ
り
の
自
然

に
囲
ま
れ
た
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
望
め
る
町
で
す
。

い
っ
ぱ
い
の
内
灘

町
。
細
長
い
町
の

東
西
を
海
と
潟
に
囲
ま
れ
て
い

る
い
わ
ば
、
水
に
囲
ま
れ
た
町

で
す
。
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
川

や
海
、
湖
の
水
質
を
悪
く
す
る

一
番
の
原
因
は
実
は
皆
さ
ん
の

家
庭
か
ら
流
れ
込
む
生
活
排
水

だ
と
い
う
こ
と
は
ご
存
知
で
す

ね
？

で
は
幸
い
、
公
共

下
水
道
の
普
及
率

は
八
八
・
八
％
（
平
成
十
一
年

度
末
）
と
全
国
で
み
て
も
高
い

ほ
う
（
全
国
で
は
六
〇
％
）
で
、

北
部
地
区
の
一
部
生
活
排
水
が

河
北
潟
へ
流
入
す
る
以
外
、
ほ

と
ん
ど
の
生
活
排
水
は
下
水
道

処
理
場
で
処
理
さ
れ
、
飲
み
水

と
し
て
も
利
用
で
き
る
く
ら
い

に
き
れ
い
に
処
理
さ
れ
て
か
ら

日
本
海
へ
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
汚
水
中

の
有
機
物
を

微
生
物
に
食
べ
さ
せ
て
浄
化
す

る
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ

チ
と
い
う
処
理
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
汚
れ
の
原

内
灘
町
に
は「
河
北
潟
湖
沼
研
究
所
」

と
い
う
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）

が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
同
研

究
所
で
は
環
境
保
全
の
た
め
の
調
査
・

研
究
活
動
な
ど
の
非
営
利
活
動
と
と
も

に
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
利
益
事
業

や
出
版
、
地
域
活
動
や
教
育
活
動
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
活
動
と
し
て
は
町
内
学
校
の
生

徒
を
招
い
て
自
然
観
察
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
観
察
会
は
子
ど
も
た
ち
が

年
間
を
通
じ
て
河
北
潟
の
自
然
や
生
物

と
親
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

で
は
、
観
察
会
の
様
子
を
覗
い
て
み

ま
し
ょ
う
・・・・・・
。

「
第
一
回
目
の
自
然
観
察
会
が
二
年

生
の
代
議
員
、
科
学
部
な
ど
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
希
望
参
加
者
は
四
十

名
。
講
師
の
先
生
に
鳥
の
名
前
や
魚
、

カ
ニ
、
水
中
昆
虫
な
ど
の
話
を
聞
き
な

が
ら
野
外
で
実
際
に
生
物
観
察
を
し
ま

し
た
。
網
を
使
っ
て
水
田
の
水
路
や
大

野
川
の
周
辺
で
、ク
ロ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
、

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
メ
ダ
カ
、
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
、
ヤ
ゴ
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど

二
十
種
類
以
上
の
生
物
を
捕
ま

え
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
へ
持

っ
て
帰
り
ま
し
た
。
今
後
観
察

の
為
に
理
科
室
の
水
槽
で
飼
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。」

〜
中
学
校
観
察
会
報
告
よ
り
〜

「
今
ま
で
あ
ま
り
自
然
と
触

れ
合
う
機
会
が
少
な
か
っ
た
の

で
ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
の
か

な
？
と
内
心
わ
く
わ
く
し
て
い

た
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
近
く
の

潟
く
ら
い
で
は
生
き
物
な
ん
て

あ
ま
り
住
ん
で
な
い
ん
だ
ろ
う

私
た
ち

自
然
が

内
灘
町

町
下
水
道
処
理
場

何が入ってるかな？（内灘中学校自然観察会）
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環境問題�
を考える�

な
と
い
う
気
持
ち
で
も
あ
っ
た
。
し
か

し
行
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
だ
っ
た
。
水
草
に

網
を
入
れ
た
だ
け
で
、
小
さ
な
エ
ビ
や

魚
が
と
れ
る
と
れ
る
・・・・・・
。
私
に
と
っ

て
は
宝
の
宝
庫
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
だ

が
小
さ
な
橋
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
水

路
を
見
て
み
る
と
、
ご
く
普
通
の
ア
メ

ン
ボ
が
水
面
を
は
っ
て
い
た
。
し
か
し

そ
れ
よ
り
も
気
に
な
る
も
の
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
弁
当
の
パ
ッ
ク
や
、
空
き

缶
な
ど
の
ゴ
ミ
だ
っ
た
。
何
よ
り
も
一

番
、
ゴ
ミ
が
目
だ
っ
て
い
た
。

自
然
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
。
に
ん
げ
ん
は
自
然
に
世
話
し
て

も
ら
っ
て
い
る
様
だ
。
し
か
し
そ
れ
を

人
間
が
自
ら
壊
し
て
い
る
。
今
問
題
と

な
っ
て
い
る
酸
性
雨
や
地
球
温
暖
化
も

そ
の
一
つ
だ
と
思
う
。
も
し
こ
れ
ら
の

問
題
が
止
め
ら
れ
ず
に
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
行
く
様
で
あ
れ
ば
、
次
の
世
代
に
は

も
う
自
然
な
ん
て
見
せ
ら
れ
な
い
と
思

う
。
私
達
の
子
ど
も
は
自
然
と
触
れ
合

い
た
い
の
に
触
れ
合
え
な
い・・・・・・
と
い

う
現
実
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

今
の
自
然
を
皆
で
残
し
て
い
こ
う
、
そ

の
た
め
に
は
ま
ず
み
ん
な
が
自
然
と
触

れ
合
い
、
自
然
の
良
さ
、
大
切
さ
を
実

感
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
と
思
う
。
次

回
の
自
然
観
察
会
は
山
だ
そ
う
だ
。
是

非
、
い
ろ
ん
な
人
に
参
加
し
て
ほ
し

い
。」〜

二
年
、
松
田
睦
子
さ
ん
の

感
想
文
よ
り
〜

自
然
観
察
会
は
生
徒
た
ち
の
心
に
い

ろ
い
ろ
な
思
い
を
植
え
つ
け
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。
興
味
の
あ
る
方
は
河
北
潟

湖
沼
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
を
覗
い
て
見
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
？
河
北
潟
や
自
然
に
関

す
る
情
報
が
満
載
で
す
よ
。
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境

問

題

環境

因
で
あ
る
汚
水
中
の
有
機
物
を

食
べ
て
く
れ
る
微
生
物
た
ち
に

も
苦
手
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
洗
剤
や
石
鹸
に
含
ま
れ

る
リ
ン
な
ど
の
成
分
は
微
生
物

の
働
き
を
弱
め
た
り
死
滅
さ
せ

た
り
し
ま
す
。

下
水
処
理
場
で
処
理
す
る
汚

水
は
あ
く
ま
で
も
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
の
台
所
や
お
風
呂
、
ト
イ

レ
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
汚
水
だ
け

で
、
家
の
前
に
あ
る
側
溝
を
流

れ
て
行
く
水
は
ど
こ
に
い
く
か

と
い
う
と
、
川
や
潟
や
海
に
流

れ
こ
ん
で
い
ま
す
。

が
お
家
の
前
で
車

を
洗
う
の
に
使
っ

た
洗
剤
は
、
そ
の
ま
ま
河
北
潟

へ
流
れ
こ
ん
だ
り
、
あ
な
た
が

夏
に
泳
ぐ
海
水
浴
場
へ
流
れ
こ

ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
る
と
、
普
段

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
洗
剤
や

化
学
薬
品
に
つ
い
て
も
も
っ
と

見
な
お
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
・・・・・・
？

世界的規模で地球全体の環境を考える国際的会議が
1972年、スウェーデンで開催されました。その会
議上、アメリカの経済学者ボールデン博士が「地球
は広い宇宙に漂う宇宙船のようなもので、私たちは
その乗組員である」という考えを提唱しました。

「宇宙船
地球号」

あ
な
た

こんな用水にもいろんな生き物がいるんだね

河
北
潟
は
か
つ
て
は
周
辺
で
生
活
を
す

る
漁
民
に
と
っ
て
は
大
切
な
漁
場
で
し

た
。
カ
ワ
ギ
ス
、
フ
ナ
、
ボ
ラ
、
イ
シ
ゴ

イ
、
シ
ジ
ミ
、
ハ
ネ
、
ア
マ
サ
ギ
な
ど
た

く
さ
ん
の
魚
が
い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
当

時
は
水
も
す
ん
で
い
て
子
ど
も
た
ち
が
よ

く
泳
い
で
い
ま
し
た
。
大
野
川
を

通
っ
て
大
き
な
船
が
河
北
潟
と
日

本
海
を
往
来
し
、
海
の
魚
介
類
が

向
粟
崎
周
辺
ま
で
運
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
周
辺
の
人
の
生
活
に
小
船

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
大
事
な

交
通
手
段
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
河
北
潟
で
す
が
、
米
軍
試

射
場
接
収
の
見
か
え
り
と
し
て
国

か
ら
干
拓
事
業
が
採
択
さ
れ
る
と

地
元
住
民
は
米
を
求
め
て
干
陸
を
望
ん
だ

た
め
、
水
面
は
往
時
の
３
分
の
一
ほ
ど
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

湖
面
が
狭
く
な
り

し
か
も
防
潮
水
門
の
た
め
に
海
水
の
循
環

に
よ
る
水
の
浄
化
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
潟

は
自
浄
能
力
を
失
い
、
更
に
は
周
辺
他
町

か
ら
の
生
活
排
水
の
流
入
な
ど
も
あ
り
汚

染
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。

大
野
川
か
ら
の
海
水
の
流
入
を
防
ぐ
水

門
と
日
本
海
か
ら
の
流
入
を
防
ぐ
二
つ
の

水
門
。
こ
の
水
門
は
潟
の
水
位
が
膨
張
し

た
と
き
に
水
門
を
開
け
放
し
て
二
ヶ
所
か

ら
水
を
逃
が
し
ま
す
。
昔
は
こ
の

二
つ
の
水
門
の
区
切
り
が
な
く
、

海
と
潟
は
つ
な
が
っ
て
い
た
の

で
、
潟
は
淡
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
シ
ジ
ミ
も
い
た
の
で
す

よ
。
と
こ
ろ
が
水
門
で
潟
が
孤
立

し
て
し
ま
い
淡
水
に
な
っ
た
の
で

シ
ジ
ミ
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

内
灘
町
で
現
在
計
画
中
の
蓮
湖

渚
公
園
に
は
た
く
さ
ん
の
葦
な
ど
の
植
物

が
植
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。
葦
は
リ
ン
、

窒
素
な
ど
を
除
去
し
て
水
を
綺
麗
に
す
る

働
き
が
あ
る
の
で
そ
の
力
を
か
り
て
か
つ

て
清
湖
と
い
わ
れ
た
美
し
い
河
北
潟
を
と

り
も
ど
し
た
い
も
の
で
す
。

�



九
月
十
七
日（
日
）、
役
場
町
民

ホ
ー
ル
で
、「
森
は
海
の
恋
人
」

の
著
者
で
あ
る
畠
山
重
篤
さ
ん
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
会
場
に
準
備
し
た
椅
子
が
足

り
な
く
な
る
ほ
ど
の
入
場
者
を
数

え
、
内
灘
の
皆
さ
ん
の
環
境
問
題

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
も
伺
え
ま

し
た
。

畠
山
さ
ん
は
も
と
も
と
牡
蠣

カ

キ

養

殖
業
を
営
む
漁
師
で
す
が
、
あ
る

日
、
牡
蠣
の
生
育
に
欠
か
せ
な
い

海
中
生
物
の
減
少
は
、
上
流
に
あ

る
森
の
荒
廃
が
原
因
で
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
す
。
畠
山
さ
ん
は
仲

間
に
呼
び
か
け
、
こ
う
し

て
下
流
の
牡
蠣
養
殖
業
者

に
よ
る
上
流
山
林
へ
の
広

葉
樹
植
樹
運
動
が
起
こ
り

ま
す
。
海
と
山
は
一
本
の

川
で
結
ば
れ
て
お
り
、
山

林
に
茂
る
広
葉
樹
の
腐
葉

土
層
を
通
っ
て
き
た
水
が

食
物
連
鎖
の
底
辺
を
支
え

る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

大
量
に
育
て
る
か
ら
で

す
。
畠
山
さ
ん
は
ま
た

「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」

と
い
う
会
を
発
足
し
、
上

流
の
山
林
地
域
に
住
む
子

ど
も
た
ち
を
海
に
招
い
て

海
の
こ
と
や
海
水
汚
染
の

こ
と
を
学
ん
で
も
ら
う
体

験
学
習
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

講
演
を
聞
け
な
か
っ
た
皆
さ
ん

に
少
し
だ
け
畠
山
さ
ん
の
お
話
し

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
海
の
人
は
海
の
こ
と
、
山
の
人

は
山
の
こ
と
だ
け
を
ば
ら
ば
ら
に

考
え
る
の
で
は
地
球
の
生
態
系
を

守
れ
な
い
と
私
は
思
う
ん
で
す
。

海
に
住
む
漁
師
た
ち
が
山
に
行
っ

て
木
を
植
え
る
な
ん
て
こ
と
は
普

通
じ
ゃ
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
ろ
ん

な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
実
際
に
あ

ん
な
に
汚
れ
て
い
た
水
を
、
ド
ジ

ョ
ウ
が
住
む
レ
ベ
ル
ま
で
綺
麗
に

水
質
改
善
で
き
た
ん
で
す
。
私
た

ち
に
は
実
績
と
自
信
が
あ
る
か

ら
、
こ
う
や
っ
て
皆
さ
ん
に
お
話

し
で
き
る
わ
け
で
す
。
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
川

一
本
綺
麗
に
で
き
な
い
と
い
う
の

は
情
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ

ん
か
？
川
を
見
れ
ば
そ
こ
に
住
む

人
達
が
ど
ん
な
人
達
か
わ
か
り
ま

す
。
自
分
た
ち
の
生
活
の
問
題
だ

っ
た
海
水
の
問
題
か
ら
、
上
流
へ

歩
く
う
ち
に
森
の
荒
廃
や
川
を
流

れ
る
生
活
排
水
を
自
分
た
ち
の
目

で
見
ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
対
策

を
考
え
る
段
階
で
、
役
所
や
大
学

の
お
偉
い
先
生
の
と
こ
ろ
で
話
も

聞
い
て
環
境
問
題
に
首
を
つ
っ
こ

み
ま
し
た
。
上
流
の
子
ど
も
た
ち

に
海
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
学
校
へ
い
っ
て
今
度
は
教
育
問

題
に
も
関
係
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

私
の
話
を
聞
い
て
川
の
水
を
綺
麗

に
す
る
た
め
に
朝
シ
ャ
ン
を
止
め

た
と
か
、
歯
磨
き
粉
の
量
を
減
ら

し
た
と
か
い
う
手
紙
が
き
て
い
ま

す
よ
。
そ
ん
な
子
ど
も
を
目
の
前

に
し
て
親
が
洗
剤
の
量
を
減
ら
さ

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

で
し
ょ
？
確
か
に
と
り
か

か
り
は
漁
師
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
あ
ら
ゆ

る
年
齢
、
職
業
の
人
達
に

広
げ
て
い
か
な
い
と
環
境

は
変
え
ら
れ
な
い
ん
で

す
。
海
と
山
の
よ
う
に
物

事
は
関
連
し
て
い
る
ん
で

す
・・・・・・
」

天
気
も
よ
く
視
界
も
冴
え
渡
る

秋
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
ド
ア
を
開

け
て
外
に
出
て
み
て
く
だ
さ
い
。

内
灘
の
誇
る
海
岸
に
出
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
河
北
潟
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。
海
岸
は
ゴ
ミ
一

つ
な
い
綺
麗
な
砂
地
で
す
か
？
か

つ
て
は
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
が
泳

ぎ
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
河
北
潟

は
、
身
体
を
浸
す
こ
と
が
で
き
る

ほ
ど
綺
麗
な
水
で
す
か
？
大
野

川
、
河
北
潟
で
釣
っ
た
魚
を
た
め

ら
わ
ず
に
食
べ
ら
れ
ま
す
か
・・・

・・・
？
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カキを片手にユーモアあふれる
お話をする畠山さん

畠山さんの著作へのサインには長だの列が……
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「海は森の恋人」著者

畠
はたけ

山
や ま

重
し げ

篤
あ つ

さん

講 演
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環境

豊かな心を育む内灘町民会議では、子どもたちの豊かな心を育てる助けになれば

と「内灘夢教室」を開催しています。この夢教室は、子どもたちに内灘町の自然と

ふれあい、五感を通してふるさとを知ってもらうために様々な教室を用意していま

す。例えば郷土の方言を学ぶ教室や、林帯遊歩道に自生する植物や虫を観察する教

室、内灘海岸域や河北潟に生息、飛来する昆虫や野鳥を観察する教室などなど。町

内の小学生と保護者を対象に、実際に自分たちで自然の中に入ってのフィールドワ

ークを行っていて、参加者からは大人気を博しています。

学校が終わると日が暮れるまで自然の中を駆けずり回っていたという時代

ではなくなり、特にこのような場を設定してあげなければなかなか自然の中

に入ることさえできない現代っ子たちですが、教室では目を輝かせて虫を捕

まえ、鳥の動きを追い、楽しそうなことこの上ありません。野鳥の観察の為

に海岸を歩いていた子が砂地の上から一生懸命に小さな丸い石のようなもの

を集めています。「これはレジンペットって言って、プラスチックの原料ね

んて。でも鳥さんはこれをエサと間違えて食べたら死んでしまうから、見つ

けたら集めとるげん。ゴミを食べて死んでしまう鳥もいっぱいいるのになん

でみんなゴミを捨てるんかなあ」と真剣な表情で教えてくれました。自然に

遊びながらも自然や環境を愛する心もしっかりと育っているようです。

内灘　   教室�

草むらにはお宝（虫）がいっぱい!!

あっ、ハマチドリだ!! あれは何ていう鳥だろう？

これは、何ていう虫ですかぁ？

　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境問題　環境
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－よりよい生き方をめざして－�

第20回�

2000.11.5.（16）

婦
人
意
見
発
表
会

私
、
あ
と
半
年
余
り
で
六
十

歳
、
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
も
っ

と
老
け
て
見
え
ま
す
？
そ
れ
と

も
ひ
ょ
っ
と
し
て
若
く
見
え
ま

す
か
？
ま
あ
外
見
は
ど
っ
ち
で

も
よ
ろ
し
い
ん
で
す
。
実
は
中

身
は
輝
い
て
い
る
ん
で
す
よ
、

見
せ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す

け
ど
。

き
っ
か
け
は
今
か
ら
二
十
数

年
前
に
下
の
息
子
も
よ
う
や
く

保
育
所
に
入
り
ほ
っ
と
し
た

時
、
こ
れ
ま
で
家
庭
で
も
た
も

た
し
て
い
た
自
分
が
世
の
中
か

ら
取
り
残
さ
れ
た
様
に
感
じ
ら

れ
た
の
で
す
。
少
し
で
も
何
か

社
会
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
た
時
今
の
仕
事
に
出
会

っ
た
の
で
す
。

教
材
販
売
の
仕
事
は
楽
し
か

っ
た
の
で
す
が
先
輩
の
い
や
な

面
を
見
せ
つ
け
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な

会
社
は
嫌
だ
、
辞

め
よ
う
か
な
と
思

っ
た
と
き
一
人
の

先
輩
が
「
熱
海
さ

ん
あ
な
た
な
ら
や

れ
る
わ
、
頑
張
っ

て
ね
」
と
励
ま
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
元
来
単
細

胞
な
私
は
仕
事
が
本
当
に
気
に

入
っ
て
い
た
の
と
、
す
ぐ
や
め

る
の
も
私
を
信
頼
し
、
入
会
し

て
下
さ
っ
た
お
客
様
に
申
し
訳

な
い
な
あ
ー
と
の
思
い
も
あ
っ

て
そ
の
彼
女
の
一
言
を
励
み
に

も
う
一
度
頑
張
ろ
う
と
思
い
直

し
た
の
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
今
日
ま
で
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
、
今

こ
う
し
て
皆
様
の
前
で
お
話
し

が
出
来
る
の
も
そ
の
先
輩
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
先
輩
の
一
言
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

実
は
二
年
前
、
本
人
が
気
づ

か
な
い
う
ち
に
又
素
晴
ら
し
い

出
会
い
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
た
の

で
す
。
婦
人
会
役
員
と
い
う
そ

の
出
会
い
は
、
私
の
地
区
で
は

十
数
年
に
一
度
当
番
制
で
ま
わ

っ
て
く
る
の
で
す
が
、
前
回
の

時
は
仕
事
と
子
育
て
で
身
い
っ

ぱ
い
、
と
て
も
役
に
立
て
る
状

態
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
私
に
周
り
の

役
員
の
方
々
は
「
忙
し
い
と
き

は
無
理
を
し
な
い
で
ね
。
沢
山

い
る
か
ら
大
丈
夫
よ
。
出
来
る

こ
と
だ
け
で
い
い
の
よ
」
と
優

し
く
気
遣
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
お
蔭
様
で
一
年
間
、
す

っ
か
り
甘
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
同
時
に
皆
さ
ん
の
思
い
や

り
が
嬉
し
く
て
、
次
回
の
時
こ

そ
子
育
て
も
終
わ
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
ら
し
っ
か
り
協
力
さ
せ

て
頂
こ
う
と
、
そ
の
時
は
確
か

に
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
が
十
数
年
も
た
つ
と
喉
元

過
ぎ
れ
ば
で
忘
れ
て
し
ま
い
、

又
、
役
員
が
ま
わ
っ
て
来
た
時

に
は
歳
も
と
っ
た
事
だ
し
な
る

べ
く
楽
し
よ
う
と
言
う
考
え
に

変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

新
役
員
の
方
々
と
お
会
い
し
た

と
き
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
責
任

の
あ
る
仕
事
を
持
っ
て
い
る
た

め
忙
し
く
、
役
職
を
引
き
受
け

る
の
は
無
理
と
お
っ
し
ゃ
る
方

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
一
番
年
上
だ
っ
た
の
と
以
前

の
御
恩
も
あ
り
、
力
不
足
を
承

知
で
役
職
を
引
き
受
け
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
こ
の
仕
方
な
く
引

き
受
け
た
事
が
私
に
素
晴
ら
し

い
出
会
い
と
、
再
び
輝
く
チ
ャ

ン
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
の
で
す
。

六
十
歳
間
近
に
な
っ
て
と
て

も
個
人
で
は
出
来
な
い
様
々
な

体
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
見
聞
を

広
げ
、
素
晴
ら
し
い
方
々
と
知

り
合
い
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
も

で
き
、
現
在
色
々
と
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

面
倒
だ
か
ら
、
自
分
に
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
か
ら
、
役
員
に
な

る
と
大
変
だ
か
ら
と
婦
人
会
、

婦
人
部
を
敬
遠
さ
れ
る
方
の
お

話
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
そ
こ

で
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
。

あ
な
た
は
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
二
度
と
な
い
素
晴
ら
し
い
チ

ャ
ン
ス
を
自
ら
逃
し
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
と
。
そ
し
て
、
又
、

色
々
な
こ
と
に
す
す
ん
で
参
加

す
る
、
そ
れ
は
他
人
の
為
だ
け

で
な
く
、
よ
り
自
分
の
た
め
で

あ
る
こ
と
を
。
も
う
一
つ
、
あ

な
た
の
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や

り
で
輝
け
る
ひ
と
が
い
る
こ
と

を
・・・・・・
。

内灘町婦人意見発表会（内灘町連合婦人会主催）が10月20日

（金）役場町民ホールで開催されました。

「よりよい生き方をめざして」というテーマに基づいて各地区を代表する12名の女性が日々地域の中で生きてい

く時、妻として、母として、女性として、家族の一員として思う様々なことを語ってくれました。

みなさんどれも素晴らしい意見発表ばかりで審査員も頭の痛い審査を強いられたようですが、大根布地区代表の

熱
あつ

海
み

春
はる

江
え

さんが内灘町代表として11月に開催される河北郡婦人意見発表会に出場することになりました。

それでは熱海春江さんの発表された「輝いて60歳」を皆さんにも一部ご紹介します。

全身で思いを伝える熱海さん

地区代表で意見発表した皆さん

輝
い
て
六
十
歳
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図
書
館
情
報

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

四
季
・
亜
紀
子
　
上
・
下

五い
つ

木き

寛
之

ひ
ろ
ゆ
き

ス
プ
ー
ン
一
杯
の
ビ
ー
ル

立
松

た
て
ま
つ

和わ

平へ
い

倒
錯
の
帰
結

折
原

お
り
は
ら

一い
ち

子し

産さ
ん

上
・
下

宮み
や

城ぎ

谷た
に

昌
光

ま
さ
ひ
つ

鎖

乃の

南な
み

ア
サ

風
の
生
涯
　
上
・
下

辻つ
じ

井い

喬
た
か
し

魚
が
見
た
夢

柳
り
ゅ
う

美
里

み

り

岬
へ

伊
集
院

い
じ
ゅ
う
い
ん

静
し
ず
か

動
機

横
山

よ
こ
や
ま

秀ひ
で

夫お

氷
葬

諸も
ろ

田た

玲れ
い

子こ

迷
子
の
眠
り
姫

赤
川

あ
か
が
わ

次じ

郎ろ
う

賢
帝

け
ん
て
い

の
世
紀
ロ
ー
マ
人
の
物
語

塩し
お

野の

七な
な

生み

薩
摩

さ
つ
ま

刺し

客か
く

影
流
暗
殺
刀

か
げ
り
ゅ
う
あ
ん
さ
つ
と
う

永な
が

井い

義よ
し

男お

さ
だ
め

藤
沢

ふ
じ
さ
わ

周
し
ゅ
う

宮
大
工
千
年
の
知
恵

松
浦

ま
つ
う
ら

昭
し
ょ
う

次じ

プ
ー
チ
ン
の
謎

ロ
イ
・
メ
ド
ウ

エ
ー
ジ
エ
フ

梅う
め

野の

幸ゆ
き

男お

訳

金
正
日
と
金
大
中

西
岡

に
し
お
か

力
つ
と
む

裁
判
の
こ
と
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
本

民
事
法
研
究
会

入
門
の
入
門
　
年
金
と
受
給
の
し
く
み

北
村

き
た
む
ら

庄
し
ょ
う

吾ご

◇
「
王
朝
女
流
日
記
」
を
読
む
講
座

最
終
シ
リ
ー
ズ

菅
原
孝
標
女

す
が
わ
ら
の
た
か
す
え
の
む
す
め

の
更
級
日
記

日
　
時

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
と

十
二
月
十
七
日
（
日
）

い
ず
れ
も
、
午
後
二
時
か
ら

場
　
所

町
文
化
会
館

◇
河
北
郡
内
の
町
立
図
書
館
が

利
用
で
き
ま
す
。

十
一
月
一
日
か
ら
郡
内
の
町
域
を

越
え
た
図
書
館
資
料
の
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

次
の
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

一
　
登
録
の
際
、
身
元
を
確
認
す
る

も
の
が
必
要
で
す
。（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

二
　
共
通
貸
出
券
は
作
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
借
り
ら
れ
る
館

で
新
し
く
貸
出
券
を
発
行
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
　
本
の
返
却
は
、
借
り
ら
れ
た
館

へ
直
接
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
五
木
寛
之
氏
特
別
コ
ー
ナ
ー

「
内
灘
砂
丘
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
０
」
で
の
作
家
五
木

寛
之
氏
の
講
演
に
ち
な
み
、
同
氏

の
文
学
作
品
を
と
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

当
館
で
は
、
百
五
十
一
冊
に
の

ぼ
る
同
氏
の
作
品
を
所
蔵
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

◇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
図
書
館
に

も
う
足
を
運
ば
れ
ま
し
た
か
？

事
務
室
・
井
上
靖
文
庫
の
移

設
、
照
明
器
具
の
取
り
替
え
な
ど

の
改
修
を
終
え
て
一
ヶ
月
。
ご
利

用
の
方
か
ら
「
明
る
く
な
り
ま
し

た
ね
。」、「
広
々
と
な
り
ま
し
た

ね
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

改
修
に
あ
わ
せ
、
一
部
の
書
架
、

本
の
配
置
を
見
直
し
、
よ
り
利
用

し
や
す
く
し
ま
し
た
。

と
く
に
、ご
利
用
の
多
い
旅
行
、

観
光
の
本
は
、
も
っ
と
も
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
よ
う
新
着
本
の
書
架

と
同
じ
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
井

上
靖
文
庫
に
併
設
、
内
灘
が
登
場

す
る
文
学
作
品
を
と
り
そ
ろ
え
た

コ
ー
ナ
ー
を
新
し
く
設
け
て
い
ま

す
。

図
書
館
情
報

図
書
館
へ
の
照
会
や
予
約

は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

◇
今
月
の
お
す
す
め

○
「
生
き
て
い
る
っ
て
ふ
し
ぎ
だ
な
」

や
な
せ
　
た
か
し

詩
集

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
作
者
で
あ
る
や
な
せ
さ
ん
の

初
め
て
の
童
謡
詩
集
。

「
石
と
石
」

荒
れ
た
野
原
で

石
と

石
と
が
話
し
て
い
る

君
に

あ
え
て
よ
か
っ
た

ぼ
く
は
意
志
の
よ
わ
い

石
だ
か
ら

ひ
と
り
だ
っ
た
ら

た
え
ら
れ
な
か
っ
た

○
「
四
大
文
明
・
中
国
」

鶴つ
る

間ま

和
幸

か
ず
ゆ
き

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル「
四
大
文
明
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

編
著

黄
土
が
生
ん
だ
青
銅
の
王
国
。
古
代
文
明
の
英

知
か
ら
我
々
は
何
を
学
べ
る
だ
ろ
う
か
。
連
綿
と

続
く
中
国
文
明
へ
の
新
た
な
視
点
。

○
「
妙
魔

ｍ
ｙ
ｏ
ｍ
ａ
―
さ
よ
な
ら
筋
腫
く
ん
―
」

庄
し
ょ
う

野の

真
代

ま

よ

最
初
は
「
ほ
う
っ
て
お
い
て
大
丈
夫
」
と
言
わ

れ
、
い
つ
の
ま
に
か
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
筋
腫
の

た
め
子
宮
を
全
摘
出
。

子
宮
は
臓
器
の
中
で
女
性
を
象
徴
す
る
臓
器
。

筋
腫
に
か
か
る
時
期
に
よ
っ
て
は
そ
の
人
の
生
き

方
さ
え
も
変
え
る
こ
と
も
あ
る
。

実
際
に
子
宮
を
摘
出
し
た
著
者
の
「
私
の
体
験
が
誰
か
の
支
え
に
な
れ
ば
・・・・・・
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
。

「
子
宮
筋
腫
」
を
元
気
に
乗
り
越
え
た
貴
重
な
生
の
声
と
そ
の
全
貌
を
公
開
し

た
本
。

「
読
書
で
育
つ
、
生
き
る
知
恵
・
勇
気
」
―
学
び
の
風
推
進
協
議
会
―



「どうして日本が好きですか」とよく聞かれています。「なぜまた

（３回目）日本に行くのですか。」「なぜ長期間、日本に住むことを選

びますか。」と。日本には外国人をひきつける何かがあるのです。最

初に子供の時ひきつけられたのは茶道、お箸の使い方、着物を着るこ

と、それらが魅力的でした。しかし、今大人になって日本を見る目が

ぜんぜん違ってきました。日本には数えきれないぐらいの現代的な文

化があり、一つ一つの文化がとてもユニークです。

例えば、町でティッシュなどを配るような文化です。毎回、片町を歩いている時は、その配っている

人達と目を合わせないように気をつけています。もし気をつけなかったら帰りつくころにはカバンがテ

ィッシュでいっぱいになってしまいます。

日本の学生服にも魅力を感じます。オーストラリアにも制

服がありますが、学校が終わってから皆は急いで着替えます。

制服が苦手なんです。その一方で日本では制服が人気で浸透

しています。生徒たちは学校以外でも制服を着ることが大好

き、超･ファッショナブルね。

また特に制服の中で目立つのは女の子がはいているルーズ

ソックスです。時々制服のスカートよりルーズソックスの方

が長いこともあってビックリですね。ソックスがひざ下まで

の長さというのはちょっと不思議だと思います。

ルーズソックスは20年前父がはいていたソックスを思い出

せます。１つ違うことは、父はゴムをつけてソックスがひざ

のちょっと下にとまっているようにするけれども、日本の女

子高生はわざわざのりをつけてルーズソックスをゆるくして

いることです。

私はルーズソックスについては何も言えないのです。実は

恥ずかしいことですけれども、４年前私も１年間東京で女子

高生としてルーズソックスをはいて学校に通いました……。

2000.11.5.（18）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

外国人の目で見る日本の文化（１）

�内灘町総合文化祭開催�
�

作品展示�
　11月11日（土）～12日（日）�
　午前10時～午後５時�
　絵画・工芸・書道・写真・華道・俳文学・菊花�
�
芸能発表�
　11月12日（日）　午後１時～�
　謡曲・邦楽・詩吟・民謡・大正琴・音楽・和太鼓�
　　　　　（文化協会功労者表彰式）�

茶　　会�
　11月12日（日）　午前10時～午後３時�
　抹茶席�
�
競技大会�
　11月19日（日）　午前９時～�
　囲碁大会（緑台公民館）�
　将棋大会（中央公民館）�
　かるた大会（アカシア公民館）午後１時～�

場　所�日　時�11月11日（土）～12日（日）� 町文化会館�

Ａ：What are you doing on the long weekend?
ホワット　 アー　 ユー　 ドウーイング オン　ザ　 ロング　 ウィークエンド？

休日に何をしますか。

Ｂ：I am going to go to Mt Hakusan to see the 
アイアム　ゴーイングトウ　ゴー トウ　マウント　ハクサン　 トウ　シー　 ザ

changing of the leaves.
チェンジング　 オブ ザ　 リーヴズ。

白山に紅葉を見に行きます。

Ａ：Oh, that sounds great!
オー　 ザット　サウンズ　 グレイト。

う～ん、い～ね。

Ｂ：Why don't you come along, and we can go to a
ホワイ　ドント　 ユー　 カム　 アロング、 アンド ウェ キャン ゴー トウ ア

hot spring.
ホット スプリング。

一緒に行かんけ？そして、温泉に行くぞ。

Ａ：Yeh, I would love that, I really need a chance
イェー、 アイ　ウッド　 ラブ　 ザット、 アイ　リアリー　ニード　 ア　チャンス

to get away and relax.
トウ ゲット アウェイ　 アンド　リラックス。

よし、それはいいね。たまには町から出て
のんびりしよう。

Here is a fun English C
onversationforthebeginn

ing

of
A
ut

um
n.

Practice the conversation
with your friends.



バオバブの木の下で～�　セネガル便り（5）�バオバブの木の下で～�　セネガル便り（5）�
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国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

内灘町のみなさんこんにちは。日本はもう紅葉の季

節でしょうか？

セネガルは３ヶ月の雨期が終わり、農民は作物の収

穫に追われています。新鮮な野菜が市場に並び、農民

は待ちかねた現金が手に入ります。

さて、これまで子どもたちについてお伝えしてきま

したが、今回は“女性”について。去る10月７日、

『世界の女性のためのデモ行進』がセネガルのカフリン

という街で行われました。これはニューヨーク、ワシ

ントンで予定されているもののプレイベントで、セネ

ガル全土から2,000人の女性が集合。私も職場のスタ

ッフとともに参加し、真昼の強い日差しの下、一緒に

行進してきました。

デモの目的は、全世界の女性が貧困・暴力から開放

され、平和で安全な暮らしを手に入れること。そのた

めにまず、セネガル女性は国内で獲得すべき権利を要

求していこうと代表者が宣言をし、女性たちは手に手

にプラカードを掲げました。例えば、農村地区の保健

衛生環境改善、金融機関へのアクセス改善、女子の就

学率向上への支援、障害者支援、等々です。

セネガルでは女性のグループ活動が盛んです。それ

は、農業、養鶏、染物、何をするにも個人では資本不

足だからです。農村には日本円にして100円にも満た

ない洗剤をグループ購入しなければならない女性たち

がいます。このデモ行進が、セネガル女性が自らの権

利に目を向けるきっかけとなれば、素晴らしい成果だ

といえるでしょう。ただ、少々情けなかったのは、行

進でどの地区の誰が先頭に立つかで30分以上もめたこ

と。みんな目立ちたがり屋なんですよ！

セネガルより　青年海外協力隊員 水口 亜紀セネガル太鼓、歌、踊りも加わってのパレードでした。

サンタ、バンド、ダンス、クリスマスキャロル....何でもある！楽しみに待っててね！�

と　　き　12月17日（日）（午後２時～６時  予定）�
場　　所　町文化会館  大ホール�
時　　間　�

　　　　　ジャズバンドと一緒に歌う！�
　　　　　外国人が自分の各国のクリスマス紹介�
　　　　　サンタと一緒に遊ぼう！�
入場者数　300名�
入 場 料　300円　チケット発売日：12月１日（金）�
販 売 所　町文化会館（チケットがなくなり次第締め切らせていただきます。）�
　　　　　　注：チケットがないと入場できません。�
�
主　　催　ボランティアグループ「ZERO」　内灘町教育委員会�
問い合わせ先　☎286－6716

�
　　　�
�

青年団バンド演奏�
ダンス披露�
キャンドルサービス  など�

１部　午後２時～� ２部　午後４時～�
�

女性はみーんな白い服を着て集合。壮観でした。
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皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
お
便
り
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９月27日（水）「うちなだ発見スクール」が開催され、17

名の方が特別養護老人ホーム「夕陽ヶ丘苑」、現在建設中の

内灘大橋、惜亭を視察しました。自分たちの住む町を知ろう

という目的で開催されたスクールですが、参加した方は夕陽

ヶ丘苑の設備の充実や大橋のスケールの大きさなどを間近に

見て、改めて内灘町

の発展に感心してい

ました。

「普段は見られないところも見れて、じっくりいろんな説明をして

いただけてよかったですね。特に夕陽ヶ丘苑の設備の整っていること

にびっくりしました。自分のような年齢の方だと将来的にお世話にな

る可能性もあるところですから、今日見学して、安心してお世話にな

れるところだと思いました。大橋も見た目はとても細くて心配だった

のですが、塩害対策とか、地震、雷に対する対策、強度対策がされて

いる話を聞いて安心しましたよ。最後に惜亭で美味しいお茶もいただ

けて、本当に参加してよかったです。」

わが町うちなだをチェック！

秋晴れの各地で運動会
10月、町内各地で運動会

が開催されました。青空の

下で元気いっぱいに身体を

動かした子どもたちのショ

ットをご覧ください……。

宮坂保育所では子どもたちの獅子舞
いが披露されました。この獅子も棒
降りの槍も子どもたちの手作りなん
ですよ！

イスとりゲームなの
に１つのイスに３人
も座ってます……
仲いいね！

夕陽ヶ丘苑で特殊浴槽に「りくつなもんやね～」

真下から見あげると
でっかい橋やねー！

新
し ん

スミ子さん
（鶴ヶ丘）

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス



９月23日（土）、鶴ヶ丘東公民館で鶴寿会
かくじゅかい

による長寿を喜ぶ集いが開

かれ、今年で白寿（99歳）を迎える打越
うちこし

若
わか

子
こ

さんを初め地区内で米寿、

喜寿、古希を迎える17名の方のお祝いと今後益々の健康と長寿を祈念し

て、いろいろな余興が行われました。

今年で99歳という打越さんは、お年を全

く感じさせないほどお元気で、この日もマ

イク片手に「黒田節」を歌い、自慢の喉を

皆さんに披露してくださったばかりか、冗

談を連発して会場を大いに沸かせるなど、

かなりサービス精神の旺盛な打越さんに長生きと健康の秘訣をお伺いすると……。

「小さなことでくよくよしないことやねぇ。それから毎日味噌汁はかかしません。魚

はあまり食べませんけど、野菜をたくさん食べますよ」とのこと。今後も益々お元

気で長生きしてくださいね！

秋といえばサツマイモ？向粟崎保育園児が

「いもほり」に挑戦しました。精魂込めて育て

られたサツマイモをたくさん土の中から掘り出

した園児たち。土の中からごろごろと大きくて

まるまるしたサツマイモが出てくるのには園児

も興奮しっぱなしです！一人あたり２キロのサ

ツマイモを持ちかえり用のナイロン袋に詰めな

がら、「てんぷらにする」「石焼きイモや」「僕

の家は大学ポテトや」と楽しそうに「苦労の結

晶」の調理法について話していました。
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秋の味覚を掘り出せ！

いつまでもお元気で！

打越伸二氏教育委員に再任
10月１日付けで打越伸二氏が内灘町教育委員に再任（２期目）

され、同日付けで教育委員長に就任されました。氏は、大根布

学校の校長を勤められるなど、教育行政に精通されています。
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ありそうだな～。�

う～ん、�
もうちょっとだ！�

教育委員長　打越伸二さん　辞令交付

マイク片手に美声を披露する
打越さん
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ちびっこルーム
11月 8 日（水）
1 月10日（水）

対象 1才児前後

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30
教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び
こどもの生活リズムや食事について

4か月児健診
11月20日（月） 対象 12年7月生
12月18日（月） 対象 12年8月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
11月13日（月） 対象 11年4月生
12月11日（月） 対象 11年5月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診

12月 4 日（月）対象 9年8月生
1 月15日（月）対象 9年9月生

（時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種

11月20日（月）

ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

11月22日（水）

ツ反判定とBCG接種

12月18日（月）

ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

12月20日（水）

ツ反判定とBCG接種

対象
平成12年7月生

対象
平成12年8月生

（時間）13：00～14：00

｝
｝

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

11月15日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○秋祭り

11月29日（水）

10：00～11：00
パ ン ダ ク ラ ブ

どなたでも�
お気軽に�

おいでください�

どなたでも�
お気軽に�

おいでください�

ひよこっこサークル
12月6日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

＝みんなで遊ぼう＝
○虫の音楽会

＝みんなで考えよう＝
○ほめ方、しかり方

貧血さよなら教室
貧血って本当に体質？　治らないの？
食事もちゃんととっているつもりだけど…

…。貧血にまつわる疑問や悩み、みんなで考
えましょう。
そろそろ、貧血にさよならして、元気な生

き生きとした身体を取り戻したい方、どうぞ
ご参加ください。
ヤングママも大歓迎!!
小さいお子様をお連れの方は申込み時にご

相談ください。

日　時　11月28日（火）
午後１時30分～３時30分

会　場　保健センター
内　容　鉄のヘソクリ、元気のヒミツ

今の食事何が足りないの？
○秘レシピと試食、補助食品と鉄剤の効果

11月16日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

11月12日（日）
９：００～１２：００
大根布公民館

１３：３０～１６：００
ショッピングセンターコーヨー
（東京ストア内灘店）

ご協力を
お願いいたします。

献血のお知らせ

お子さんに人気の
あるシリーズものを
毎月紹介します。今
回のテーマは『ネズ
ミくん大好き』シリ
ーズです。フリート
ークもありますので、絵本のことだけでな
く、育児のこと他いろいろお話しください。
お母さんだけでもOK。どなたでもお気軽
においでください。

1～3歳児の遊びの教室

今月のテーマ
『ネズミくん大好き』シリーズ

おみこしごっこやおししになって遊びましょう
風呂敷を1枚持ってきて下さい。（ ）

（いろんな楽器や虫の声を楽しみましょう）

知って得する・血圧の話
高血圧って、薬だけ飲んでればい

いの？
生活にも、気をつけなければ、身体
に無理がかかるばかりです。血圧う
まくコントロールして将来の余病を
防ぎましょう。

日時 11月30日（木）

13：00～15：00

会場 保健センター

内容 血圧のしくみと、働き。

血圧を下げる4つのポイント
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募集・いっしょに 始めませんか？

青年海外協力隊員募集
資　　格 満20歳～満39歳までの日本国籍を有する方

募集期間 平成12年10月15日～11月20日

選考方法 筆記試験・健康診断・面接試験等

派遣期間 原則として２年間

募集規模 農林水産・加工・保守操作・土木建築・

保健衛生教育文化・スポーツの７部門、約800名

募集説明会 平成12年11月12日（日）

14：00～16：00

石川県国際交流センターにて

問い合わせ先

国際協力事業団北陸支部　☎233－5931

石川県民文化局国際課　　☎223－9108

「折り鶴」の 梅原
うめはら

司
し

平
へ い

ここへおいでコンサート
日　時 12月７日（木） 午後７時開演

（６時30分開場）

会　場 内灘町役場　町民ホール

参加費 大人（含む高校生）1,500円

小・中・障　　　　1,800円

主　催 梅原司平コンサート実行委員会

☎286－1754（宮本）

共　催 内灘町教育委員会

☎286－6716（生涯学習課）

※託児室もございますのでご利用ください。

チケット（参加券）は役場生涯学習課で
販売しています。

（当日券の購入も可能です）

アレルギーについての講演会
石川中央保健福祉センターでは、アレルギー疾患に

関心のある保護者及び一般住民の方々を対象に講演会
を開催します。お気軽にご参加ください。
日　時 11月28日（火）午後２時～４時
会　場 石川県女性センター ２階大会議室

金沢市三社町１番44号☎234－1112
内　容 講演「小児アレルギーへの対応

～喘息・食物アレルギーを中心に～」
講師：福井県小児療育センター

次長　平谷美智夫
お申込み・問い合わせ先（締切：11月17日（金））
石川中央保健福祉センター 企画調整課 ☎275－2252

社交ダンス教室受講生募集
初心者のためのダンス教室です。

どしどしご応募ください。
日程内容 ※時間は、すべて午後７時～８時30分です。

12月17日のみ、午後４時からです。

会　　場 町文化会館　大ホール
募集内容
対　　象　町内在住の方（小学生からご年配の方まで）
受 講 料　無料
定　　員　40名
講　　師　日本プロフェッショナルダンス競技連盟理事

北國文化センター講師　中嶋智孝氏
服　　装　動きやすい服装
募集〆切　11月16日（木）
応募方法　電話または、FAXにて、住所・氏名・年齢・

連絡先を内灘町教育委員会生涯学習課へ
お知らせください。
（午前９時～午後５時（土・日曜日除く））

受講者決定 応募者多数の場合、生涯学習課で抽選のう
え決定します。受講決定者には11月17日
（金）までにご連絡いたします。

問い合わせ先 生涯学習課
☎286－6716 FAX286－6714

回数 期　 日 内　　　　　容
1 11月20日（月）
2 11月27日（月）
3 11月30日（木）
4 12月04日（月）
5 12月07日（木）
6 12月11日（月）
7 12月14日（木）
8 12月17日（日）

ダンス教室で
リフレッシュしてみませんか？

愛と平和を歌う

ジルバ、ブルース、
チャチャチャ、ルンバ、
ワルツ、タンゴ

などなど
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知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
和タンス（小さいもの）、ビデオデッキ、ラジカセ、電子レン
ジ、ワープロ、ベッド、事務用机、電気もちつき機、ピアノ、
カラオケセット、エレクトーン、バイオリン、ベビーゲー
ト、ベビーバス（小さいもの）、チャイルドシート、子供用自
転車（男18インチ、女22、24インチ）、ベビーカー、普通自
転車、原付バイク、社交ダンス用靴（女性用23.5～24cm）、
ルームランナー（折りたたみ式）、幼児向けビデオソフト、
向粟崎小制服（男子-130、140 女子-140）、鶴ヶ丘小制服（男子-
130 女子-140）、大根布小制服（男子-130、140）、内灘中制服
（女子夏ブラウス Lサイズ）

◎登録できる品物
家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）
○希望者、提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介いたします。
○無料での提供のみお取扱いします。
○登録期間は６ヶ月です。
○登録情報は毎月の広報または、役場庁舎内の掲示板にてご案内します。

◇登録、問い合わせ先
町民生活課　☎286－6701

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（10月26日まで受付分）

希望者� 提供者�交渉成立�

町民生活課�

紹介�

登
　
録�

登
　
録�

●譲ります（提供品）
子供用学習机、和タンス、犬小屋、ハンガーラック（ラン
ドセルも置ける棚）、ヤマハエレクトーン、石油ストーブ、
ステレオ、フェスティバ･スノータイヤ4本（ホイル付）、
ルームウォーカー、ピアニカ、ミッフィーのビジージム、
室内用ブランコ、おまる、子供用スチール製いす、
オルゴールメリー（天井吊り下げ用）、
マタニティ用ジャンパースカート4点、
子供用お布団（保育所のお昼寝用）

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

12日（日）12時～
観光会館大ホールにて
記念講演　講師：児童文学者　高橋克雄氏

演題：粘土細工アニメ上映と講演

11日（土）12日（日）午前10時30分～午後4時
ウォーラリー「らり訪

ほう

」集合会場：金沢観光会館
＊２人組のペア参加（小学生以下は保護者同伴）
＊参加費１組500円（軽食・参加賞付き）
＊上位入賞者には豪華賞品プレゼント！

日　時 11月11日（土）～12日（日） 会　場 金沢観光会館・金沢市中央公民館

第7回 いしかわ学びフェスタ開催
楽しく学んで楽しく遊んで「いしかわ」を知ろう

その他にも市内各公民館等でもりだくさんのアトラクションが用意されています。ぜひ来てね！

今月の人権・行政相談（秘密厳守・無料）
相隣関係、家庭、相続、登記、交通安全、税金、
郵便、電話業務、年金・保険、消費生活、
役所の窓口、公共施設、公務サービスなど
ところ 内灘町働く婦人の家 ☎２３７－６４４０
と　き 11月17日（金）午後１時～４時

11月は「全国青少年�
                健全育成強調月間」です�
11月は「全国青少年�
                健全育成強調月間」です�
・青少年の健全な成長を妨げる有害な環境を 
　排除しよう。�
・親子のふれあい、対話の場をつくり、健全�
　な家庭を築こう。�
・社会参加の推進をはかり、いろいろな行事�
　に参加させよう。�
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12月の
「はまなす大学」

日 時 12月４日（月）13時30分～
場　所　文化会館３階視聴覚室
テーマ「今に生きる」
講　師　押

おし

野
の

山
ざん

大
たい

子
し

堂
どう

上
じょう

宮
ぐう

寺
じ

新
にっ

田
た

方
まさし

氏

11月の
「はまなす大学」

日 時 11月24日（金）13時30分～
場　所　文化会館３階視聴覚室
テーマ「危機管理」
講　師　陸上自衛隊

第十四普通科連隊長兼金沢駐屯地司令

一等陸佐　握美　晴久 氏

今月の納税 納期限　11月30日（木）

○国民健康保険税…………第８期

町税の納税は便利な口座振替をお勧めします。
納税通知書・預金通帳・預金口座使用印をお持ちの上、

下記の金融機関又は役場窓口でお申し込みください。

北國銀行･石川銀行･福井銀行･北陸銀行･金沢信用金庫･
興能信用金庫･石川かほく農業協同組合･郵便局

次回のまいどさんは飯田さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！�

飯田さおり さん�
（26歳：宮坂）�

　今月は生田康晴さん（宮坂）から紹介のありました飯田さんが
登場です。�

　「生け花、習字、着つけなど習い事に奔
走しています。何でもやりたがりなんです。
仕事が呉服の販売関係なので日本文化的
なものに興味がありますね。でも最近、少
林寺拳法を始めたんですよ（笑）。�
町に一言：社会人が仕事を終えて帰って
きてから、気軽に習いにいけるようなカ
ルチャーセンターというか趣味の教室が
間近にもっとあればいいなぁと思います。
お昼は公民館などを利用した教室がたく
さんあるみたいだけど、働いている人間
はやっぱり行けないですよ。８時くらい
から参加できるような教室をたくさん開
いてもらえると嬉しいな」�

このコーナーでは、�
毎回出場者に次回出場者�
をリレー方式で紹介して�
もらいます。�

手続きは
簡単です



2000.11.5.（26）
広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1,665
454
423
826

1,171
763

1,635
1,050
727

1,588
520
403
346
431
540
255
69

12,866
△ 24

1,745
546
458
900

1,173
793

1,703
1,111
758

1,602
498
667
353
459
549
294
67

13,676
6

3,410
1,000
881

1,726
2,344
1,556
3,338
2,161
1,485
3,190
1,018
1,070
699
890

1,089
549
136

26,542
△ 18

1,094
347
311
603
724
510

1,094
713
528

1,026
487
605
248
251
307
151
43

9,042
△ 7

内灘町字別人口世帯数統計 平成12年9月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

11月15日（水） 11月16日（木） 11月17日（金）

問い合わせ先　町民部町民生活課　☎286－6701

11～12月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

ゴミ収集カレンダー
1.もえるゴミ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないゴミと資源物

向粟崎1・3・4丁目
旭 ヶ 丘
千 鳥 台
緑 台
向粟崎 2 ・ 5 丁目
向 陽 台
ア カ シ ア
鶴ヶ丘1・2・3丁目
鶴 ヶ 丘 4 丁 目
鶴 ヶ 丘 5 丁 目
大 清 台
ハ マ ナ ス
大 学 1 丁 目
大 学 2 丁 目
大 根 布
宮 坂
西 荒 屋

室
湖　　　　　　　西
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収集地区

◆
十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
。
日
本
語
辞
典
に
よ
る
と
「
文

化
」
と
は
「
学
問
、
芸
術
、
宗
教
な
ど
の
人
間
の
精
神
活
動

の
産
物
」
で
対
義
語
は
「
自
然
」
と
あ
り
ま
す
。
対
義
語
と

い
う
の
は
反
対
語
、
対
を
成
す
語
で
す
が
、
自
然
と
人
間
の

精
神
活
動
が
両
極
に
位
置
す
る
と
い
う
の
が
何
と
な
く
腑
に

落
ち
ま
せ
ん
。
人
間
が
何
か
を
考
え
た
り
行
動
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
自
然
か
ら
離
れ
て
い
く
み
た
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
私
た
ち
人
間
は
古
来
か
ら
造
り
、
築
き
、
陸
を
越
え
、
空

を
制
し
、
宇
宙
へ
進
出
し
て
き
ま
し
た
。
よ
り
高
く
、
よ
り

大
き
く
、
豊
か
な
生
活
を
が
む
し
ゃ
ら
に
目
指
し
て
。
そ
れ

が
最
終
目
的
だ
と
し
た
ら
、
も
う
ほ
と
ん
ど
の
目
的
は
達
せ

ら
れ
て
い
る
は
ず
。
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
文
化
や
行
動
は

自
然
と
の
共
生
が
必
然
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
人
間
も

自
然
の
一
部
で
す
。
私
達
は
自
然
の
懐
の
中
で

し
か
生
き
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
う
そ
ろ
そ
ろ
気

づ
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
深
ま
る
秋

に
ち
ょ
っ
と
し
ん
み
り
し
て
い
る
今
月
・・・・・・
。

11/12
（日）

11/19
（日）

11/23
（祝・木）

11/26
（日）

12/3
（日）

12/10
（日）

船木整形外科医院 七塚町白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

かねだ医院（内･神経内） 高松町高松ヲ2-6 281-1164

金原皮膚科医院 内灘町アカシア1丁目48 237-7950

いこま眼科医院 津幡町津幡ニ522 289-4175

なかお医院（内） 宇ノ気町七窪ハ17-6 283-6655

西田医院（内･小） 内灘町アカシア1丁目26 238-3514

柴田クリニック（小･皮） 津幡町加賀爪ホ286 289-2572

村田医院（内･小） 内灘町鶴ヶ丘2丁目8-15 286-0300

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

田中医院耳鼻咽喉科 内灘町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内・小） 津幡町庄ウ3 289-2002

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

○
内
灘
町
写
真
協
会
か

ら
社
会
福
祉
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と

「
内
灘
町
写
真
協
会

会
員
展
」
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
収
益
金
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
内
灘
町
社
会

福
祉
協
議
会
）
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注意して�
ください！�

スプレー缶をそのままごみ収集に出すと�
大変危険です。必ず中身を使いきって、�
穴をあけて出してください。�
穴をあける時は、屋外で注意してあけて�
ください。�
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内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/


